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　一般社団法人日本病理学会 第 304 号 平成 25 年（2013 年）5月刊 

1.　102回 日本病理学会総会（札幌）が開催されます。 

会　期　 2013年 6月 6日（木）から 8日（土） 
会　場　  ロイトン札幌
　　　　札幌市中央区北 1条西 11丁目
　　　　TEL : 011-271-2711

　　　　  さっぽろ芸文館
　　　　札幌市中央区北 1条西 12丁目　
　　　　TEL : 011-231-9551

参加費　一般参加　13,000円 

　　　　大学院生・前期研修医　10,000円 

　　　　細胞検査士　3,000円 

　　　　学部学生　無料 

抄録集　会員には 5月 2日に発送
　　　　会場では 4,000円で販売　 

2.　日本病理剖検輯報への新規登載について

標記の件につき，ご希望がございましたら，6月 17日（月）
までに事務局宛に e-mailにて次の情報とともにご連絡く
ださい。

1.　病院の正式名称
2.　病理部門の名称
3.　  病院（代表）の連絡先 : 〒番号，住所，電話番号，

FAX

4.　剖検輯報担当者名
  　  ※当該病院常勤の方。病理医不在の場合は，技師長，
事務の方，他科の医師等でも可

5.　  4.担当者の連絡先 : 所属部署，職名，電話，FAX，
E-mail　以上

連絡先 :   一般社団法人日本病理学会事務局
　　　　jsp-admin@umin.ac.jp

 ・  登録には平成 24年 1月 1日～ 12月 31日の期間に 1例
以上の剖検症例が必要です。

 ・  申請後，実際に手続き書類が送付されますのは 8-9月頃

となります。
 ・  日本病理学会病理専門医研修認定施設および研修登録施
設の認可には，剖検輯報へのデータ登載が必須となりま
す。特に今秋，認定施設・登録施設の新規もしくは復帰
申請をお考えのところで，平成 23年分のデータ登載を
していない施設は，必ずご連絡下さい。

 ・  日本病理学会登録施設，認定施設の新規・復帰申請をご
希望の場合は，秋に別途書類の取り寄せが必要となりま
す。学会からのお知らせにご留意下さい。

3.　  口座自動振替利用者の大学院生・臨床研修医会費
（8,000円）の適用について

標記につきましては，別途申請が必要です。適用希望者
で，まだ申請がお済みでない方は，5月 27日（月）まで
に事務局宛にご連絡下さい。

4.　会員の訃報

以下の方がご逝去されました。
　田中　順一 名誉会員（平成 25年 4月 11日ご逝去）

   お知らせ 

1.　  平成 25年度　国立感染症研究所研究発表会のお知
らせ 

国立感染症研究所では，若手研究者や学生を対象として，
研究発表会を開催いたします。
日時 : 5月 18日（土）　13 : 00-18 : 00

場所 : 国立感染症研究所 戸山庁舎 共用第一会議室
事前予約不要，参加費無料です。
詳細　  http://www0.nih.go.jp/niid/meetings/niidsemi/niid2y 

outh2013.pdf
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�第 80回日本医学会定例評議員会
平成 25年 2月 20日に開催された．平成 24

年度年次報告，平成 25年度事業計画の報告の
他，第 29回日本医学会総会準備状況の説明が
あった．平成 24年度新規加盟学会は，日本放射
線腫瘍学会，日本臨床スポーツ医学会，日本熱
傷学会，日本小児循環器学会，日本睡眠学会，
日本磁気共鳴医学会の 6学会が承認され，118

学会となった．また，日本医学会法人化につい
て協議され，分科会の負担金についての提案が
了承された．

�第 29回日本医学会総会 2015 関西
第 29回日本医学会総会は，平成 27年 4月

11日～13日，井村裕夫会頭の下，「健康社会の
ためのきずなの構築―医学と医療制度の未来を
拓く」をテーマに，関西地区で開催することが
決定しており，公開展示やプレイベントについ
て説明があった．

�日本医学会加盟検討委員会
平成 24年度第 1回日本医学会加盟検討委員

会は，平成 24年 11月 28日に開催された．加
盟申請の 28学会についての審査を慎重に行
い，その結果を平成 25年 1月 16日の日本医学
会協議会で髙久会長に報告した．

�日本医学雑誌編集者会議
2013アジア太平洋医学雑誌編集者会議

（APAME）・日本医学雑誌編集者会議（JAMJE）
合同会議を，医学情報発信における医学雑誌編

集者の役割を考え，かつ最新情報を広く深く交
換できる集まりになることを目的として，平成
25年 8月 2日（金）～4日（日）に，日本医師会
館大講堂他にて開催する．
8月 2日にWPRIM�APAME General Assem-

bly，8月 3日に，APAME�JAMJE Joint Session，
8月 4日 に，APAME�JAMJE Joint Sessionを
それぞれ予定している．

�日本医学会臨床部会運営委員会
臨床部会運営委員会は，日本医学会分科会の

10の基本領域学会と 2つの subspecialty学会
から構成されている．昨今，個人のゲノム解析
が容易となる一方で，法制，行政，倫理，教育
面などの社会的基盤としての整備が不十分であ
ることから，遺伝情報の取り扱い，検査の質保
障，提供体制などに取り組むことを目的に運営
委員会の組織として平成 23年度に「遺伝子・
健康・社会」検討委員会が設置された．本年 3

月からはその下部組織として「母体血を用いた
新しい出生前遺伝学的検査」施設認定・登録部
会が発足した．

�日本医学会利益相反委員会
日本医学会利益相反委員会は，平成 25年 1

月 31日開催の第 7回委員会において，「日本
医学会分科会における COIマネージメントの
現況とその課題」並びに「日本製薬工業協会の
会員会社へのアンケート調査結果について」の
2つの委員会報告案について協議し，3月に日
本医学会ホームページにて両報告を公開した．
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内容は，過去 3年間の日本医学会分科会宛ア
ンケート調査結果の解析と，平成 24年 10月に
実施した日本製薬工業協会会員会社宛アンケー
ト調査結果の解析である．

�日本医学会医学用語管理委員会
平成 24年 12月 4日に平成 24年度日本医

学会分科会用語委員会を開催した．主な議題は
「日本医学会医学用語辞典と日本形成外科学会
用語集との統合について」「用語の採択法につい
て」「日本小児科学会での取り組みについて」「日
本医学会用語辞典アップデート」「解剖学用語が
目指してきたもの」「日本医学雑誌編集者会議と
その課題について」．

�第15回日本医学会公開フォーラム
「高齢者の疾患―生活の質の向上のために―」
をテーマに，平成25年 6月15日（土）13：00～
16：00，日本医師会館大講堂において開催す
る（組織委員長：大内尉義・国家公務員共済組
合連合会虎の門病院長）．市民を対象とした公
開フォーラムであり，参加希望者は，郵便はが
き，FAX，本会ホームページ（http:��jams.med.

or.jp�）のいずれかの方法で申し込まれたい．参
加費無料．プログラムは，下記のとおり．終了
後，ホームページにて映像配信する．
1．はじめに―高齢者の健康を守るために�大
内尉義（国家公務員共済組合連合会虎の門病院
長），2．高齢者の肺炎の予防と治療�海老原 覚
（東北大学大学院医学系研究科講師・内部障害
学），3．骨粗鬆症の予防と治療�細井孝之（独立
行政法人国立長寿医療研究センター臨床研究推
進部長），4．認知症の最新情報～早期診断から
予防まで～�浦上克哉（鳥取大学医学部保健学科
教授・生体制御学），5．高齢者における生活習
慣病�横手幸太郎（千葉大学大学院医学研究院教
授・細胞治療内科学）

�第 144 回日本医学会シンポジウム
「臨床応用をめざした iPS細胞研究」をテーマ
に，6月 6日（木）13：00～17：00に日本医師
会館大講堂において開催予定．組織委員は，小
室一成，中内啓光，岡野栄之の各氏．参加費無
料．終了後，ホームページにて映像配信する．
申し込み・詳細は日本医学会ホームページご参
照．

�医学賞・医学研究奨励賞
平成 25年度日本医師会医学賞・医学研究奨
励賞（旧医学研究助成費）の推薦依頼を『日本医
師会雑誌 5月号』に公示．要項は本会に問い合
わせいただきたい．受付期間は，5月 15日～7

月 5日．推薦書は，公示日より日本医師会ホー
ムページ（http:��www.med.or.jp�）からダウン
ロードできる．

�日本医学会への加盟申請
平成 25年度の日本医学会への新規加盟申請
は，5月 15日に公示（『日本医師会雑誌』等）し，
7月 31日に締め切る．申請書は，公示日から
本会ホームページ（http:��jams.med.or.jp�）か
らダウンロードできる．

�母体血を用いた新しい出生前
遺伝学的検査について
標記については平成 24年 8月末の報道を契

機に，国民の間から大きな関心が寄せられてお
り，社会問題化していることから，3月 9日，
都市センターホテルにて日本医師会，日本医学
会，日本産科婦人科学会，日本産婦人科医会，
日本人類遺伝学会と共に合同記者会見を開催
し，共同声明を出した．会見では当面の間，臨
床研究として行われること，施設の認定・登録
は新しく日本医学会に発足した「母体血を用い
た出生前遺伝学的検査」施設認定・登録部会で
行うこと等が発表された．詳細は日本医学会
ホームページに掲載．


